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１．研究計画の概要 
本研究は、19 世紀末から 20 世紀中葉にい

たる時期の東北アジアを対象として、当該地
域における金融インフラストラクチャーの
歴史的構造を経済史の視点からあきらかに
する。ここで「東北アジア」とは、ロシア極
東、中国東北部、朝鮮半島、日本を中心とす
る広域をさし、「金融インフラストラクチャ
ー」とは、銀行制度、決済慣行、貨幣流通を
はじめ、およそ金融システムが機能するため
の社会的・経済的諸条件を意味する。本研究
は、当該地域の金融史を直接にあつかいなが
らも、同時に国際金融システムとの連関を追
求し、以って東北アジアにおける金融システ
ムの世界史的位置を展望しようとする。 

 
２．研究の進捗状況 
（１）本研究の中核的な対象となる露清銀行
（1896年創業、1910年改組）・露亜銀行（1910
年創業、1926 年破綻）の経営史につき、ロ
シア現地のアーカイブ所蔵一次資料にもと
づく検証をおこなった。研究方法としては、
銀行内一次資料をもとに銀行の統治構造、決
済業務、支店展開、利益処分等を包括的に明
らかにした。その成果を 2009 年に開催され
た国際経済史会議（World Economic History 
Congress）大会にて発表した。 
（２）上記の銀行経営史の背景としてロシア
極東と中国東北部を結ぶ貿易決済の問題領
域が浮かび上がってきた。そのため 2011 年
2-3 月にロシアに出張し、露清銀行の上海支
店・漢口支店の資料を獲得した。研究方法と
しては銀行内帳簿資料を基礎に、為替勘定の
仕向・被仕向関係を抽出するアプローチを採
った。 
（３）本研究の焦点となる金融インフラスト

ラクチャーについて、交通・通信手段の発展
とのかかわりをあらたに検討した。シベリア
鉄道・中東鉄道・アゾフアジア鉄道敷設と銀
行・金融業務のかかわりが課題となった。 
（４）上記の露清銀行・露亜銀行のアジアに
おける後継となる極東銀行（1922 年創業）
について、一次資料にもとづく検討を開始し
た。同行については、貸借対照表の分析をふ
まえた英文の論文を執筆した。 
（５）東北アジア金融史を世界史的に位置づ
けるべく２０世紀の国際金融システムにつ
いて俯瞰する作業をおこない図書を刊行し
た。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
資料収集が順調に進展し、資料の分析をふま
えた成果発表も国際学会報告を含めて着実
に進展している。最終年度は成果のとりまと
めにむけて注力できる素材が出揃っている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
2011年に獲得した資料をもとに、支店業務の
実態を詳細に解明し、この結果を 2010 年ま
でにあきらかにした銀行業務の全体像に位
置づける。あわせて東北アジアの広域、さら
には当該期の国際金融の包括的な歴史像を
呈示し、本研究のとりまとめをおこなう。な
お成果のとりまとめに際しては国際比較の
視点を導入し、国際的な研究会議を組織する
予定である。この研究会議の成果は 2012 年
に開催予定の国際経済史会議大会で発信し
ていく所存である。 
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